ナウマンゾウの突撃レポート

第１回　NPO「ゆいの会」

NPOがさかんな知多半島で、最も古くから活動している「ゆいの会」をレポートさせていただきました。１１月１６・１７・１８日に１０周年記念フェスティバルを開催されました。ナウマンゾウレポーターも、３日目の「聖はじめ」さんのシャンソンの夕べと「アイアイパーティー」に参加しました。写真でその模様をごらんください。

「ゆいの会」の命名の由来は、地域の助け合いお仲間を「ゆい」と言っていたのをとられたそうです。活動の基盤は、地域のつながりの中から、女性・障害者・高齢者が自分ら自己表現を持っていけるように学びあうことを大切にしていると、代表の松下典子さんは言ってみえました。記念パーティーにも、若者・障害者・高齢者まで幅広い参加者がみえました。みんな生き生きとして、自己表現を楽しんでいるように見えました。

パソコン教室・さをり織り等の教室は、あくまで予約制の個別指導で一人一人のニーズに合わせて、きめこまやかな指導を基本しています。焦らず個人の能力をうまくのばしていくこと、「誰もがあたり前に楽しめる場所を作ること」を大切にしています。

ゆいの会の活動紹介

理事　１０人（男性４名　女性６名）　監事　２人

会員　４０３名　平成１３年１０月現在　

定例会議

理事会月１回開催

リーダー会　月１回

コーヂネイター会議　毎週１回

協力会員の集い2ヶ月に１回

会報　YUI通信　年４回

総務部

財務部

事業部（介護保険外）

· 在宅福祉サービス（有償）　　簡単な介護　介助を伴う移送　家事援助

· 生きがい　共生の場　　　　　さをり織り　陶芸（やきものひろば）　紙すき

· 自立支援サービス　　　　　　パソコン教室

· ボランティア活動調整　　　　ゆれあいの里　やまもも

· 啓蒙啓発　　　　　　　　　　講演、研修会、キャンペーン

· 配食サービス　　　　　　　　月　水　金　夕食のみ　１食　６５０円

· バザー他　　　　　　　　　　単発・常設

介護保険事業所　　　　　　　　

· 居宅介護支援（ケアプラン作成）ケアマネージャー１名

· 訪問介護

さをり織り

この中で、特に印象深いのは、「生きがい　共生の場」して運営している「さをり織り」について、詳しく紹介します。

「さをり織り」は、城みさをさんが生み出した独特の手織りです。フェミニズムが根底にあり、女性が自己表現出来るようにと生み出されたものです。今では、障害者や高齢者にも広く広まり、「自由にやろう」「ありのままの自分を出す」「自分の中をすべて出す」「障害をもっていても関係なく、自己表現する」ことをテーマにしています。これを「感力」と言っているようで、同じものは、一つも出来ないことをモットーに作品つくりにになさん励んで見えます。１０周年フェスティバルでも、バザーにたくさんの出品がされ、突撃レポーターも思わず購入しました。

さおり織りは、糸の材料や組み合わせを決めて、仕組んでいくことにとても時間を要します。織り機は、比較的高価なため、工房の織り機は予約制でとなっています。障害者の方は、工房のスタッフの決めこまやかな援助を受けながらの作成しているようです。

フェスティバルの当日、参加者のみなさんやスタッフの方がステキな「さをり織り」を着て従事して見えました。とても暖かそうでおしゃれでした。

ゆいの会の歩み

平成３年５月　　発会に向け準備・学習会開催「ボランティアとは」

　　　　６月　　「結びの会」発足

　　　　９月　　有償サービス部門発会「ゆいの会」

　　４年２月　　第１回イベント　映画「安心して老いるために」上映

　　　　１０月　ボランティア養成講座開催

　　５年２月　　第２回イベント　ふれあいコンサート「アンサンブル・

　　　　　　　　　アミーメ越智章仁」

　　６年１月　　第３回イベント　堀田力氏講演

　　７年４月　　「結びの会」と「ゆいの会」を統合する。

　　　　　　　　阪神大震災へバザー収益金を送る

　　　　７月　　さをり織りの講習会開始

　　８年１２月　２級ヘルパー養成講座開始

　　９年５月　　日本財団助成申請案件受託

　１０年４月　　ゆいの会活動ビデオ撮影開始

２月　　絵手紙教室開始

　　　　　　５月　　　陶芸初釜入れ

　１１月4月　　NPO法人申請

　　　　８月　　NPO法人認証、法人登記
　１２年4月　　介護保険制度開始　

お問い合わせ

特定非営利活動法人　ゆいの会（ゆい工房）

知多市新知字西屋敷２１番地　TEL0562－３２－５９０６

